









































ある。そもそもは欧米のリーガル・パッドの流用だが 向こうは字数 はな 語数計算で文章量を測るし、第一その役目はタイプ原稿のため 下書きだか 、そ もいい である。レポート用紙はイカンと説き、その理由として、一行の文字数が、大きな文字と小さ 文字では倍ほども異な のだと、実例を挙げて説明すると、成程という顔をする。
そういうわけで毎週せっせと原稿用紙（のコピー）を配りながら、文章を書かせている。留学生に日本語の文章を教えるのは、なにかと気を使うが、原稿用紙をタテ使いにし、文章をヨコ書きにす
る中国人学生を見た時は、大いに驚かされた。思えば人民日報などもヨコ書きな ですね。漢字の宗家である中国だが、かつての伝統は捨て去られ、ヨコ書きで 章を綴って る。かの王義之が漢字のヨコ書きを見たら、なんと言うだろうかなと、勝手に憤っている。
憤りの要因は何より日本語の文章はタテ書きと、頑なに信じているからで 学生にも断固これを強制する。パソコンや携帯電話のメールなど、身近な文章は今日ほぼ全てヨ 書きであるという現実を尻目に、タテ書


























就職活動の一大テーマである小論文も だから読む側にいたわけで、そのあらましは大いに承知している。実情は、文字通りい 加減 、クリエイティビティ（想像力）を感じさせれば可、と た。 ビ関係だか
ら、そうなる。元テレビ局の制作の現場にいたオジサンや、コピーライター オバサン、物書きくずれのお兄さん、といった連中が審査する だから、いい加減なのは当然だ。
こう前振りをしてゼミの学生に説くのは 普通の企業や役所でも、小論文は人事部のオジサンやオバサンが














普通の文章で良いのである。読みやすい文章を書けばよい。そして、常識的な人間であることをアピ ルせよ。本学 生が通常目指 のは、スタジオ・ジブリやゲー














高校四年生の大学一年生にとって、大人っぽく見えること 大き 目標である。見た目もそうだ 、文章も、
大人らしさを感じさせるものでありたい そう念じている。そこに、この「私は」を排せよ、そうすると大人の感じになるぞ、と説かれ のは相当に効き目があるよう 、春学期の終りにはほぼ全員がこうなってい 。











































なかろう。短い文章は相手にダイレクトに伝わる。スピーディに伝わること、それこそが小論文 キモな である。ちなみにこの「キモ」も、学生の喋り言葉の範疇に入 から 就職活動における小論文で使っ はならない。
四月にゼミをスタートさせ、実質的には十二月で終りになる。一月は試験の季節であり、ゼミはもう済んで









す」でも「可」なんだと教えると、どういうわけか嬉しそうである。いかにも大人っぽく見えるのが、いたくお気に召してい しい。八十の婆さんになっ も、孫に教えられるよと毎年言って、失笑を買っている 大きい教室での講義の方でも同じことを教えている。
ゼミでは春学期も秋学期も試験がなく、出席率と個々の向上の具合で年度末に採点するのだが、手紙を教
わったことが良かったと、毎年女子は感想を書く。
男子はどうなのか、よくわからない。何より小論文 マスターに彼らは必死なのだ。
